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教
青
方
ら
ー
日
奉
の
教
師
」
の
ぞ
む

松

田
醤
一盤
}

歴
史
力
ら
ー
+
二
月
八
日
の
足
費

羽
仁
五
郎

軍
事
力
ち
ー
わ
れ
ら
の
自
衛
隊
よ
ど
こ
へ
い
く

庫
山
内
宏

戸
供
力
ら
ー
押
め
な
大
人
と
チ
供
の
フ
ァ
ノ
ズ
ム

南
・尾

ハ
ン
メ

常
民
か
ち
ー
フ
ァ
!
ズ
ム
と
の
競
命

吉
川
勇

一
/
ぼ
か

悪
夢

の
絵
含

せ
条
↓

エ
ル
「
一
九
、
四
斥

寄
せ
こ
越
智
道
雄

絶
濡対
自
自

へ
の
筏
(日
本
脱
管
届
ヰ
め
く
っ
て
)
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聚
恵
鞭
告
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P
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C
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ノ
ヤ
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黒
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共
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村
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郎

沽
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②
谷
川
健
一
凋
娼
u
烈
③
神
谷
次
郎

鰍
鮎
弾

量
信
房
子
「
ア
ラ
ブ
大
戦
略
を
語
る
」

創
刊
準
備
号

鞠

特

集

〈
新
地
平
〉
編
集
委
員
会
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チ
リ
の
「敗
北
」は
何
を
意
味
す

る
か

軍
事
政
権

の
成
立
と

チ
リ
革
命

の
展
望

有

田

越

郎

?

日
本

の
ア
ノ
ェ
ノ
デ
は
誰

か

広

津

謙

座
談
会

ル

.列

島
改
造

'
と

い
か

に
た
た

か
う
か

1

軍
塚
、
鹿
島
の
闘
争
か
ら

ボ
職
場

失
力
圖

争

で
切

り
拓

か
れ

た
地
平

-
七

脊
闘
に
お
け
る
全
逓
中
郵
の
闘
い
か
ら

て
の
他

ハ
労
働
運
動
講
座
》
《
労
働
法
律
講
座
〉
な
と

イ
ン
タ
ビ
ュ
ウ

今

、
四

畳

半

の

広

さ

は

…

「四
畳
半
襖
の
下
張
り
」
裁
判

被
告
」
五
味
氏
に
聞
く

編
集
部
で
も
取
り
扱
い
ま
す
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第
3
回
、
朴
君
就
職
差
別
裁
判

出

置
a

-月
以
匪
闘
わ
些

ロ
劉
蟹

㌦

B
、

、

民
の
反
日
げ
・
ー
【
ノ
藁

⇔
戸

旨

即
国

日

・
リ
.ハ
ト
覇

超
盟

し

一
の
思

ω

」
、
門
測

井

㌧
痩
,
旬
日
駆
倫
ム
の
瀧

μ、済
惚

-
」
」
こ

」、

右
日
朝
斜
人
朴
画
碩

(バ
ク
9
フ
`
ン
ソ
ク
㌧
昌
の
闘

闘
い
に
ふ
れ
、
日
本
致
府
に
抗
勘
し
ぐ
い
り
。

h

こ
の
⊂
`
は
、
南
朝
蔚
に
対
縁
0日
本
黛
ト
の
血

出
、
劣
悠
な
勇
働
条
件
の
下
で
の
蜜

禦
』人
氏

鵬

へ
の
強
捌
取
と
、
日
本
筆

の
仔
日
鐸

人
へ
の
就
職

差
別
と
を
、
日
本
資
本
主
霞
の
朝
餐

へ
の
鋤
猛
.}

田

い
う
共
通
の
運
命
の
中
て
馬
、
共
に
反
離
せ
ん

」し
.㌧

川

い

り
り
の
で
あ
Q
。

じ
こ

」
指
摘

一蔓

い
旬
、
M
徽
磧
.イ
へ
の
日
ゾ
疲

"
こ
こ
丸
いず
、
髭
族
島

し
よ
」
望

獲

別
に
、刈
)
ぐ
忌
弾
す
へ
く
、
バ
菖
　
"

か
緯
刊
零

凸
開
殆
写
る
に

る
串
ア

',

笛

♪

　

」1囲

レ,

よ 」

i

㌧ 厭

「ノ

'」

ワ

こ
の
山
笑
な
屠
謝
↓
同
か
/
、

は
、
恥
雪
E
月
以
降
、
楽
盧
、

幽
闘
事
、
勧
控

嘩』
、
等
〆・
」選
劇

勾
。関

鴎
に

ρ
い
ζ
馬

且

内
"
月
囲
没

れ

κ
〈

昌

渉
囲
ご
会
V
人
改
遅
砦
肪
亀
甲
心
に
超
劃
を
開
妬
し
㌦

岨

い
9

こ
⊂
て
は
、
弐
韓

り
埴
避
つ
」り
わ
U
搬

 動
の
叡
階

へ
の
搬

層、
、
囲
も

V

b
～
の
癒
智
集

甲
化
に
瀞
凧
し

・
、

い
.

糠
祭
部
)

ー

ド
醗
'
、
A
就
瞠

勤
叔
判
資
μ
集

ト
ー
V
の

え

ゼ

友
e
ハ

酔r
'魁

し会

二
報
〉
勘
刈
㌧
に

甑
,
」
㌧

η

も
つ

一"
」
∂
ム

U
凶
刃
θ
・̂

仁
勾

月

ト
リ

」
-
ぐ

ヨ
2
㌧

ー

讐

へ

り
9

〈
1
卜
,

団
む
武
V

&
二
ゆ
∂
司
日
り
恥

り
O

の
け

」
い

'
い

。

「

.描
川
甲

』獣
戴

の
こ
と
は
妻

政
に
糸
㌻
の
期
勾
痂
甲

・
い

慧
味
し
ご
い
O
ご
い

争
いす
か

。

岡

本

こ
ご

づ
か
ね
。

」も

明

し
れ
.'いt
ん
。

°、
、
L
」

・か
な

、目

,
が
ね

1
i

h
に
、
'
h
n
-

叡

に
ア

」
ーμ

補

・

慰
臥

で
、
さ

,
に
,
2
」
ん
た
わ
語
o
・49聞

し

馬
い
ω

」
2
。
て
、
岡

ム
池
世
ぴ
、
創
出
前
凝
長
の
樽
翠

附
r
し

、
(
」
れ
ほ

」人
L

ご
も
珍
り
し
い
こ

」て

り
)
聯
漉
氏
に
煎

誼

掲
わ
」
」
」
か
、

」

・

い
,
L

旨

'

石

L

⊂

戸

片

り

㌻

ナ

♪

」
i

い

》

1

竹
ム
仙
分
笛
糞

」
り
か
卦
所
'
p
ω
-
申
μ
㍑
、

覇
ア
わ

ア

θ評
畿
会
㌃
の
醤

.油
丸
蟄
ー
山
跨

ー
,
」い

,

・人
ω
儘

史
r㌦は
異
例
ち
」
に
が
越

、い

T

か
、

㌧
ω

U
,
な
男
卵

到̀

こ
起

」し

'猷
因
は
、

こ
ω

い
,
な
ら

ω
'

」
》
.
〆
」
'

か
。岡

本

血
直
な
剛
響

じ

よ

、
笛
雷
に
の

,

ω
用
題
の

整
理
か

歌分

、な
か
,
!
か
ろ
た

」皆
い

り
9
。

ゼ
か

2
、
鰹

長
こ
じ

マこ
の
闇
顯

扱

2
籐
」
、
啓
理
ω

の

勉
強

曽し

」
い
と
い
っ
婆

・詳
蹟
会
に
㍑
し

U
⇔
」ゴ
.

(人
は
、
六
彗
の
自
治
、
宇
問
の
目
田

】繹

じ
,
二
`
、
闘
⊃

で

一
」伝
翫
が
あ
り
革
う
が
、
こ
の
歴
史

'
り
け
つ
い

」胸

#
閂
題

し

」
ノ

、
∫
ね
ば
な
り
な
い

壕
、
/

、い

～

。
九
か
り
、
弔
な
短

処
理

」ぱ
い
け
な
い
。

評
融
蝋

」
し

・は
、
瓜
も
」

瓦

.

々
た
お

観
～
と
の
2

愉
し
h
y
垢
」
な
,

劃
」

、
体
＼
い
瀞
解

ポ
の
叡
ぱ

塚
り
貼

い
で
し

・
2
。

て
、

〈
事
日
冶
oー
仁

愚
つ

μ

申

」
出
萬
㍗
の
関
辞
、

"

16
、
篭
藁
ω
亀
質
問
題

薮

特

訂
ビ
㌔
閂
ω
目
田
γ

邸と
し
つ
い

」

勉
強
し
.
い
0
わ
け
さ
9
。

r

評
麟
会
審
査
が
最
初
ω
ぞ
済
㍗
Pの
も
＼
つ
け

は
違
,
、

f
び
い
こ
し
5
り
た
取
園

」
し

」

申
ω
々
法
、
,

め

、
処
分

〃
剛
提
に
し

b
オ
か

離
会
、
'、
」
」
ー
い
れ
♪
れ
な
ハ

3

覧
よ
な
い

、し

聾
い
9

倣
へ
通
い
、
昭
町
四
皿
年

[月
、
県

立
轡
南
甥

r
革
業
し
尤
。
同
年
四

月
　日
、
ヒ
カ
ー1
製
作
.班
に
入
杖
、

こ
の
時
は
畑

・側
に
国
軸
は
韓
国
C

あ
勺
こ
と
く
仏
り
、お
い
た
。
杜
饗

は
.母理
澱
こ
あ
2
～,
そ
の
後
、
労

働
飛
件
、
給
㌻
等
に
不
満
を
感
し
、

入
企
巣
へ
の
転
職
を
考
元
だ
、

八
月
十
九
、
朝
日
新
聞
朝
刊
マ

日
立
ノ
フ
ト
ウ
ェ
ア
月
塚
工
揚
の
永

人
広
'景
み
て
、
必
要
な
16
募
灘
類

嚇
を
作
成
し
、
巾
販
の
履
歴
欝
、
身
上

密
4
本
籍
は
覆

の
境
荏
所
、
名
副

は
新
弁
驚

と
品
入
し
に
。

八
月
二
三
日
、
採
墨

(港

試
験
と
聞
接
)
キ
受
け
、
九
月
ご
U

蟷日
{ユ
は
探
用
通
域
を
発
溢
し
、
九
月

四
日
彼
の
∫
許
に
届
き
、
囚
壽
こ
し

て
、
①
九
月
二
一
目
に
冠
任
す
る
こ

と
、
②
戸
籍
腸
本
そ
携
行
す
る
こ
と

か
菖
か
れ
て
あ
り
、
尚
、
淘
q
日
立

か
ら
彼
の
兀
へ
、
採
用
通
知
か
翻
歯

し
だ
か
ど
つ
か
の
確
憩
の
電
話
が
あ

っ
た
。
採
用
通
知
を
愛
け
と
り

九

月
イ
五
目
ヒ
カ
リ
製
鉄
所
を
退
社
し

し
日
立
へ
電
活
て
風
籍
が
韓
国
て
あ

る
か
ら
戸
鶏
謄
本
ゆ
と
れ
ぬ
旨
を
伝

え
だ
と
こ
る
、
日
立
側
は
①
履
麗
賛

に
事
室
と
饗
粘
萄
く
と
を
膏
い
に

②
一
般
に
外
国
人
は
採
屠
琶
ぬ
改
、

採
用
保
留
に
す
る
.
膵
細
は
覧

話
で
詣
ず
と
返
事
し
た
。
翌
目
一
日

中
質
話
を
待
て
ど
も
か
か
⊇
て
こ
ち

い
。
翌
々
日
十
七
口
、
櫓
び
日
立
へ

電
諾
し
た
と
こ
ろ
、
被
告
側
は
"や

つ
ぱ
り
た
め
た
っ
た
暫
と
、
μ朋
レ
、

十
五
日
の
奥
悶
の
内
答
と
何
し
て
あ

り
、
線
り
鵡
し
に
撚
,
た
。
同
圓
、

日
立
か
ら
岩
南
瞬
叡
の
教
帥
に
、
朴

君
そ
説
得
こ
せ
佃
よ
」
依
頬
の
電
贔

が
あ
,
牲

九
月
二
↓
目
愛
知
県
艶

宙
の
伽

働
韮
準
勘
、
及
し
碧
慶

の
歌
帥

に
椙
猷
を
も
ち
か
け
κ
。
飴
鋤
窪

局
か
ら
日
M
へ
竃
拓
e
再
良
誕
明
ノ
}

訳
め
だ
。
十
月
†
ん
日
、
解
摩
ζ
れ

だ
こ
と
及
σ
ぐ
の
最
由
に
関
し
ご
納

得
の
ゆ
畑
な
い
鹸
h
は
、
上
パ
し
日

撃

立
ノ
フ
ト
ウ
エ
ア
戸
鳳
丁
場
へ
峰
蟹

仔
き
再
畏
鋸

牽
蜜
五
し
だ
。
総
妬

都
勤
労
課
ミ
任
は
、
①
彼
の
借
隈
て

「採
尼
で
き
ぬ
」
と
ロ明
、
②
日
瑳

の
内
規
で
は
外
国
人
を
鷹
用
し
な
い

と
は
朋
記
し
て
い
な
い
③
提
雌
し
た

書
類
は
仔
目
朝
欝
人
は
雇
わ
ぬ
ど
い

う
涯
誕
に
婆
0
の
て
返
せ
ぬ
ど
い
2

灼
応
お
り
ご
あ
っ
～。

こ
れ
に
対
し
朴
言
は
、
解
麗
か
在

日
朝
鮮
人
で
あ
.Q
こ
と
を
陪
}
の
理

由
と
し
た
昆
族
差
剥
に
も
と
つ
く
も

の
で
の
り
、
全
く
入
ゑ
な
も
の
て
あ

⇔
こ
と
タ
鋭
く
糾
郵
し
、
缶
発
し
ζ

ゆ
か
ん
が
た
め
、
十
二
月
八
日
横
訣

地
力
載
判
所
昂
事
二
銀
に
理
訴
し
、

こ
こ
に
日
本
て
最
鮒
の
い
わ
ゆ
④

「就
職
⊥翫
創哉
刊
」
か
闘
わ
れ
0
こ

と
に
な
っ
た
。

以
後
、
本
争

肩
十
四
H「の
赴
召

本
人
意
見
陳
述
そ
し
て
結
答
へ
と
、

三
年
余
の
載
判
闘
争
か
、
朴
鐘
碩
菖

.
盤

レ歯

む
会
(71

年
4
月
魚
成

成
)
、
弁
謹
団
の
ヂ
に
よ
つ
て
、
姐

わ
れ
て
ご
た
。

歳
瓢
rこ
の
℃
り
、
鳳
自
側
i

書
・
力
読
団
側
ぱ
、
ざ
状

戸70
年
12

月
6
日
)
及
e
訴
状
(7
)
修
正
に

つ
い
て
へ
に
述
へ
て
あ
曾横
に
、
①

原
缶
と
彼
釦
・
日
立
ど
の
間
に
は
止

式
の
磁
働
契
臼
が
成
立
し
て
お
り
、

④
麿
舗
関
係
の
灰
磁
の
上
で
玲
キ吊
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新左翼杜が不当捜査さる
PFLP。 泌、軍派(具 体的蝦 は

冗々}てはなF、)文 同によるシンカボ
ールンエル 製油所爆磯 闘争に 冠し

て、二目大阪府警警備部は⊂の闘'、
しついて亦軍派の函隠×亡発立した

新左罵柱を刑法二条の国外犯の りち
逮捕監禁と強盗容疑で授盒、PF上
Pの 繭闘祇や、新聞願籠なと29只

τ押収Lイた。
この弾丘は、車に国外における日

本・邸ζよる階級闘争への弾圧にとど
まうず・「声開箆 発饗㌧た所を弾圧
う曹るといっ、これまで赤解派、RGち.

とに対して適用されてきた犯人隠馳

なとの拡太解釈よこよる 重接触罪、攻

罪がさっに 「日ぬ」機関にまて及～
ん、といフζとて住目を要9る 。
アパー[・ ローラー作戦をもつて

遂行これてきた生婿鎭域を含めた反
革命包囲絹の一層のエスカレー トに
対 し、われわれぱ確実な反馨をなし
ていかねば、っないたろっ。
なお、この日、同厳の容疑て国際

繊信犠猛凝金センターか昨年七月の
日統ンヤンボ嶺課 つ取り闘争につづ
いてこ回目の不当捜葺を受けている

以上新左那社の声朋を掲載する◎
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一
撃
は
、

一
そ
う
、
R
本
労

な
弾
圧
へ
の
　
蟹
で
あ
Q
と
弓
ん
.0。

国
主
義
考
ど
も
を
ふ
.り
え
あ
か
り
せ
て

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
不

ー
蝿
」
ご
.」
即
こ

い
る
弔

.

と
し
て
糾
繭
す
0
。

はあ轄
艶
瞳
難

こ鰯
認
嘉
棚駈斐

堪
の
こ
の
闘
い
に
虜
す
、⇔
声
明
を
人
,

し
て
口
本
の
革
萌
的
闘
墳
の
真
実
の
公

襲

し
た
わ
が
新
左
翼
社
に
対
し
、
亀彼

を
坦
沢
し
、
.て
れ
せ
ダ
へ
て
の
闘
う
人

疑
者
〃不
詳
ヴ
〃強
盗
、
遺
擶
監
藝
"

局
の
申
へ
診
っ
こ
み
、
伝
九
て
行
く
活

被
疑
と
い
2
。
ま
っ
た
く
不
当
な
る
口

勧
を
一層
組
餓
し
て
い
く
武
隊
妊
轟
た

実
で
も
っ
て
押
λ
り
、
ひ
っ
か
き
回
し

に
し
て
い
る
。

護

二
月
五
目
号
の
琵
行
に
必

世
界
の
、
.て
し
て
日
本
の
帝
国
主
幽

要
な
原
饗

で
う
は
い
さ
る
と
い
フ
暴

藁
と
も
が
、
身
命
砿
囲
し
て
凸
鈷
、
糾

挙
を
強
行
し
た
。

弾
し
て
い
.¢
爽
狸
薗
闘
い
`
わ
い
小
化

こ
の
弾
圧
は
帝
国
主
凶
の
取
奪
に
占

す
0
こ
と
に
・し
ゅ
?
ζ
ゆ
ノ
と
ザ
9
の

し
み
そ
れ
と
対
決
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ

み
で
、
い
つ
ま
て
も
ご
の
臭
の
四4
研

人
風
が
、
世
界
の
共
に
聞
う
人
民
の
凹

視
し
つ
づ
け
る
な
0
は
、
彼
2
は
ホ」

い
の
義

や
内
答
を
よ
り
正
確
に
知

ま
す
、
日
本
の
み
な
つ
ず
、
障
界
の
人

り
、
学
ぶ
た
め
の
権
利
を
ま
っ
た
く
ふ

風
か
つ
、
貞
に
鹸
硬
な
・9
糾
遵
、
辰
馨

み
に
し
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
止
し

を
受
け
る
で
あ
リ
リ
。

く
伝
え
る
た
め
の
新
左
翼
祉
の
.q動
活

わ
が
新
な
菱

も
、
か
な
リ丁

」の

動
を
圧
迫
し
よ
つ
と
す

㊧
も
の
で
あ

隊
列
と
来
に
朗
誰
写
9
て
の
り
2。

邑三
三
一一口=

一三
三
一一}胃一一

三
二
三
一ぎ

三
三
=一

函
一

あ
る

・

き
て
い
り
。

可
し
て
即
時
に
適
瑠
な
る
尋
間
が
行
い

得
鉛
た
め
に
も
」

(会
綴
4
》
と
の
つ

位
置
け
け
で
な
さ
れ
、
滋

一七
人
の
証

人
申
誌
か
「本
件
就
職
差
別
に
お
け
Q

間
題
性
を
朝
鮮
人
舗

の
歴
史
と
実
態

を
榔
成
す
Q
各
必
要
な
側
面
か
ら
明
ら

か
に
し
ぐ
い
く
」
齢

議

(
一
)

と
い
っ
乱綴
蔚
の
下
に
援
出
、
更
に
続

い
て
提
出
こ
れ
た
証
拠
説
悶
善

(二
)

に
於
て
、
裁
判
闘
争
の
磐
格
、
目
的
に

つ
い
て
浦
的
に
述
へ
て
い
る
。
即
ち
、

整
口が
本
鍮
判
に
お
い
て
泳
め

Q
も
の
は
、
被
各
A
社
か
整
口に
対
し

各
し
㌦
解
鹿
簑

仕
日
朝
藤
人
に
対

つ
佃
毘
放
印
偏
見
、
践
視
、
正
別
に
も

と
つ
く
も
の
で
あ
り
、
甲て
れ
キ
唯
一
の

理
出
と
す
る
も
の
⊂
あ
Φ
こ
と
を
関
り

か
に
す
④
こ
と
で
簿
④
。
そ
し
て
ま
た

被
凸
会
位
の
原
告
に
対
ダ
リ
差
別
は
、

日
ム
人
に
は
び
こ
♪
て
い
.9
圧
日
朝
欝

人
に
灯
づ
.O
属
放
繭
偏
見
、
蔑
視
、
孟

別
と
」
分
も
異
な
わ
な
い
全
く
同
質
の

も
の
て
の
り
、
て
の
・効

か
歴
曳
的
に

い
か
に
根
徐
く
、
い
か
に
財
列
に
貫
か

れ
C
き
に
の
か
、
・て
の
綿
々
と
絶
え
0

'し
と
の
な
い
晶別
11
被
工
別
の
関
保
の

一な
か
て
、
原
告
を
も
含
む
在
理
朝
鮮
人

か
ご
の
よ
ワ
な
生
蒼
方
ぷ
す
る
こ
と
を

余
儀
な
≦
}れ
て
賦
る
の
か
く
、
正
爵

の
ん
の
下
'」
検
証
肛
熊
検
す
.O
こ
と
で

こ
の
属
拳
論
判
で
は
異
例
ち
、
し
か

し
、
本
裁
判
の
本
質
庵
鮮
明
に
す
.Q
丸

め
に
不
可
欠
の
証
人
老
か
ち
と
り
、
七

二
年
五
月
の
第
†
回
公
判
以
降
、
証
人

調
べ
が
開
始
ご
熟

そ
の
内
各
は
、
〈

朴
召
を
囲
む
会
会
蜷
V
七
三
年
四
月
か

ら
は
月
刊
の
八
玄
海
灘
〉
、
〈
就
聖

耳

判
暴

〉
の
舞

ー

等

一に
報
色
さ
れ
て
い
Q

〈
朴
君
を
囲
む
会
V
は
、
七
一年
四

月
に
粘
成
さ
れ
だ
。
「
目
本
社
会
の
甲

で
、
当
り
削
の
こ
と
と
し
て
な
ご
れ
て

き
た
就
職
ム
別
に
対
し
て
敢
然
と
立
ち

上
か
っ
た
朴
君
を
文
援
し
よ
う
と
し

て
く
朴
君
を
囲
む
会
V
く
作
る
こ
と
を

決
意
い
た
し
ま
し
た

わ
れ
わ
れ
は
女

く
て
十
年
、
と
い
わ
れ
る
こ
の
載
判
を

桐
ぢ
中
で
、
問
題
の
ム
蝦
を
、
厳
し
く

易
つ
め
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す

わ
れ

わ
れ
は
広
く
(
日
本
人
と
モ
し
そ
在
目

申
国
人
、
朝
鮮
人
に
、
〈
撞
君
を
囲
む

会
〉
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
三
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況

と
馬
藤
ん
で
き
に
歴
史
の
相
蜜
ぜ琶
え

申渓
9
時
く
共
回
V
な
0
.」口葉
か
癸
易
に

皿四
つ
れ
旬
こ
と
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る

ぺ
ぎ
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し

一
わ
れ
わ
れ
は
二、れ
で
も
ら
お
、
ま
と
も

に
、
相
手
の
V
場
を
見
つ
め
、
批
判
な

し
、
受
け
と
め
あ
つ
堤
が
必
誤
で
あ
O

と
考
え
、
会
設
立
に
踏
み
切
つ
た
の
で

豊
卿励講
瀧
舞
鑓

行
の
活
勧
奪
叩
心
に
運
轡
磁
展
開
し
て

「11

・21
確

認
」
を
自

紙
撤

回

教
育
社
研
は
封
鎖
を
解
く

数
角
'・如
し
ゐ
い
て
は
、
本
紙
前
昇

翻
鍮
齪
難
癒
。

』
研
・教
商
研
に
よ
鐸
・都
ぬ
室
占
拠

闘
争
砂敵
q
さ
れ
て
い
た
か
、
九
目
に

鵡
⊇
こ
、
小
倉
㌻
部
或
、
駄
〕
補
導
憂

員
長
名
に
よ
句
別
鍼
の
よ
.つ
な
H目
か

だ
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
ζ
社
研
、
教
冑
研
は
、

嚇
寛
ま
の
「
且
・
a
確
認
」
白
紙
撤
回

が
な
ξ
れ
た
も
の
と
判
断
し
弘
都
h
箆

の
封
鎖
を
饒
く
に
ユ
つ
た
。

「
確
認
10
」
に
つ
い
て

る
。

」川5匹 5u1L」乙[[[1剛 「11hi4

 

ノ

一
ロ
薪

の
圏
圏

現
伍
、
鹸
判
闘
争
の
最
も
垂
八
応
局

一噂
乞
迎
ズ
て
い
曾

ワて
の
中
て
へ
〈
朴
吝
キ
囲
む
会
〉
は

許
年
12
・
8
裁
判
二
周
年
第
会
I
1

12
9
21
対
耳

抗
豊

ー
1
12
・お

公
判
閲
争
、
が
「
二
月
ね
蜘
」し
て
闘

わ
れ
、
毘
に
「
-
・
20
班
ア
ゴ
、
-
・3α

第
二
回
目
逗
蜘
直
J動
、
2
・
2
傷

集
命
、
2
・
3
八㎏
策
β
、
a
・
10
東

ゑ
て
の
賃
会
、
と
い
2
一
、
ご
月
曾
動

の
上
に
、
て
の
入
釈
向
も
り
あ
か
り
の

力
て
、
2
月
h
目
八
一判
へ
回
P
ん
ζ
し

て
い
勾
。

膳
年
B
局
公
朔
以
降
、
被
亡
口
V
側

は
戴
判
の
31
こ
の
ば
し
毛
衆
し
て
い

・曾

こ
の
B
月
H
日
の
公
判
(横
浜
即

裁
)
に
お
い
て
は
、
日
y
の
」
レ」
の
ば

し
を
許
さ
ず
第
一
籍

誉
へ
回
け
捺
君

の
原
私
陳
述
が
な
亡
4τ
よ
つ
ζ
し
て
い

る
。以

上
小
覇
て
は
、
朴
君
及
O
〈
朴
台

を
囲
む
会
〉
、
弁
挫
団
の
裁
判
闘
争
の

報
告
を
、
〈
囲
む
会
V
弗
仔
の
会
報
隅

資
料
等
'儀
甲
心
に
報
告
し
に
刃

朴
書
嘱
〈
囲
む
会
〉
か
三
年
聞
余
の

点
闘
を
庫
レ
て
我
な
し
提
起
し
ご
い
Q

鐘

内
餐

証
人
と
し
て
法
延
に
猛

甕

鍵

ハ昊

饗
蟹

研
究
蓄
の
舞

同内
壁

等
々
に
つ
い
く

胃
残
々
も
共
に
柱
目
し
て
い
ご
に
い
レ
、

更
に
、
磐

剛の
〈
囲
享

〉
発
行
の
讃

資
料
を
置
照
し
て
は
し
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
風
肇

別
に
基

つ
く
就
塵
差
別
に
対
す
る
裁
遡
闘
争
の

提
起
し
て
い
る
問
霧

口
本
の
社
会
聞

題
て
あ
り
、
そ
れ
を
日
本
人
労
勧
者
P

学
生
が
い
か
に
自
分
の
問
題
と
し
て
い

け
Q
の
か
、
}ζ
の
現
墓
変
革
へ
回
け
κ

裕
闘
が
、
我
々
}
人
晶
人
に
間
わ
れ
て

い
¢
し
、
つ
き
つ
け
り
れ
て
い
る
こ
と

は
、
碓
謬
す
る
G
ζ
か
て
き
.勾
。(墓

耳
)

"

鱒

門

る激動の昭和史をf

完結
栓紙を収録

クロス張 金文字.

年表を倉む)

 

駄
叢

創大正14

職

内

会

都

京㊨

「蒐
琶

に
わ
い
て

、の

い
ノ
幅
調
豊
に

臼及
レ
、

人
サ
に
ゆ42
い
て
は
、
思
想
、
q論
の
目
田
が
と
く
に

一いた
目
禰
組
織
内
都
に
わ
い
⊂
問
題
が
毘
起
さ
れ
、
潜

保
障
オ
れ
ね
ば
な
り
な
い
。
し
た
が
,
て
個
人
や
団
体

又
の
克
服
が
」な
わ
れ
て
い
な
い
状
尻
の
も
と
で
、
わ

規
こ
の
思
想
催
、
ー
分
の
訂
量
τ
経
0
こ
と
な
く
、
非

れ
わ
れ
か
「確
謂
」
と
い
2
骸
を
執
2
た
の
は
、
.」の

理
性
的
δ、6
か
域
し
いっ
て
他
笛
に
強
制
す
る
こ
と
は
厳

に
檎
し
め
っれ
ね
ば
な
り
な
い
。
「確
認
10
」
は
、
字

態
度
に
わ
い
て
侠
皐
'}欠
●
、
小
』
の

、し
り
・'一免
れ

得
な
い
も
の
で
あ
Q
こ
と
こ
鼠
省
つ
り
。

部
k
・
補
導
黍
饅
長
と
し
て
、
他
の
敦
擾
去
構
成
知
ζ

し
か
し
な
が
つ
わ
れ
わ
れ
は
、
暴
刀
ご
含
め

福メ
趣

と
も
し
、
字
跳
囚
で
こ
の
よ
,
な
基
本
的
立
湯
を
貫
く

ん
め
翁
刀
す
.り
こ
と
こ
女
朋
し
た
も
の
て
あ
る
。

し
砂
し
な
か
っ
町
年
b
月
以
来
学
部
内
に
み
う
れ
た

性
的
な
葛
ジ
批
判
ザ
句
腰
勢
に
お
い
て
は
い
{}こ
か
も

後
退
す
る
も
の
で
は
た
く
、

一蝕
か
田
〕愚
。
"論
の
自

由
を
充
全
に
保
灘
9
曾
房
と
な
矧
よ
,
弱
々
な
尽
ゴ
も

喜
態
に
は
、
大
並
齢
会
自
沿
組
織
内
都
の
問
題
が
関
連

の
で
の
.9
。

し
て
お
り
、

あ
た
め
補
導
委
尉
会
や
数
授
会
に
よ

0
亭
情
調
直
は
、
目
沿
緯
織
へ
の
介
入
と
な
り
、
自
沿

』
卯
人
の
越
ム
印
y
場
と
は
租
響
れ
な
い
も
の
で
あ

昭
和
49
年
2
月
9
日

小
倉

親
雄

森
口

兼
二

-

9

【
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